Theまり藻
疑問・質問

1.人件費月29万で10人の教師だと、月2.9万の計算で、教師自身も別に仕事がいるので、厳しいのでは？と思う。
2.海外で支援をするのはいいと思う、人材派遣の費用が大きくならないか。

3.帰国子女が帰ってくるとき、具体的にどのような問題があるのか？
4.教師10人の人件費29万の内訳は？
5.広告収入では効率よく資金が集まらないのではないか？

6.教師はどうやって募集するのか？

7.海外での活動はまた資金が一層かかると思うが大丈夫なのか？

8.すでに世界各国には日本人学校とかがあるのでは？

9.何人くらいの生徒を集める予定か？教師は10人で足りるのか？

10.スタッフは現地の人か、それとも日本から派遣するのか？

11.どこからの帰国子女を想定しているのか？
12.教師はどのように確保するのか？
13.日本文化紹介のために必要な道具はどこで入手するのか？

14.帰国子女支援のイベントはどこで行うのか？
15.中国で行うまでのプロセスは？

16.Webサイトとはどのようなものか？

17.対象が絞られていて実現可能だと思ったが、帰国子女がそこまで問題なのか？

18.帰国子女の現状は具体的にどうなのか？なぜ日本語教育学会に対する提言なのか？

19.海外で行う活動のメリットは何か？
20.日本文化に触れる必要が帰国子女に高いだろうか？文化を楽しむ味わうという意味でなく日本に馴染むためだとすれば、節分などの体験が急務か？

21.日本で使われている教科書を使って理解できるのか？

22.アドバイザーはどうやって手配紹介するのか？

23.上海のどこ行うのか？
24.必要とする人にどうやって事業の存在を伝えるのか？

25.上海に住む日本人児童は多く、個人指導は実現が難しいのでは？

26.現地の教師の生活はどうなっているのか？

27.中国語・日本語・英語を話せる教師がそんなにいるのか？

28.海外で活動へはどのような人材を派遣するのか？募集に足りなかったらどのように人材を集めるのか？

29.対象場所にどのくらい児童がいるのか？

30.結局は日本語学校ではないだろうか？

31.帰国してからの支援と同時に、帰国するまでの住居や学校を見つける際の支援は必要ではないだろうか？

感想・提案

1. 教育でも焦点は絞ってあったので良かった。ただ、内容をもっと詳しく具体的にしてほしかった。

2. NGOである必要があるとは思えなかった。日本語や日本文化を伝えることを目的とするなら、ボランティアでも十分なのではないかとおもった。

3. 『現地で行う』のはかなりコストがかかる気がする。個人指導だとさらに時間とコストがかかる。

4. 帰国子女というテーマが非常に身近で興味をもてた。

5. 帰国子女のもつ良い部分を活かすことも考えるとよいのでは？

6. 少し文字が多く見にくかった。

7. 帰国子女が日本文化を理解していないという点にはあまり共感できない。
8. どこで活動をおこなうのか良く分からなかった（日本？外国？）

9. 帰国子女へのサポート、言語・文化に新しく触れる機会を与えるのは良いと思った。
10. Webサイトの広告での収入は効果的だと思った。

11. 帰国子女が日本での生活に困難を感じているおいう具体的なデータがあると良かった。

12. 帰国子女の数は？ニーズが不足していたと思う。資源は、そう少し色々必要であると思った。

13. 日本で困難に直面する前にサポートできるのがいいと思う。

14. 外国で日本文化に触れる人というのは日本に帰国予定のある人ということですか？

15. 日本の文化を知ってもらう、もしくは自国としての日本の文化を知るとともに、自国の文化、帰国子女なら現地の文化の相互理解が必要だと思う。

16. Webサイトの運営で月30万の収入を得るのは難しいと思う。

17. どこで、どのように、どの頻度でという具体案まであると、もっと説得力が増したかなと思った。

18. 帰国子女のメリットを活かせば、相互援助が可能になり、コストがかからない。

19. 帰国子女にはそれなりの違った特質を持った問題点があることに目を向けられていて良かった。資源面・プロセスもっと具体的に知りたかった。

20. エルモ班とは全く逆の視点からの支援を提唱していた。異国での支援と母国での支援はどちらが理想なのだろうか。

21. 日本文化に接する機会も必要かと思うが、それが日本での生活にあまり役立つとは思えなかった。

22. 収入源が確実性に欠けると感じた。

23. 帰国子女がどれくらい困っているのか想像できない。

24. 帰国子女がどう困った状況にあるのかが知りたい。

25. Webサイトからの広告収入という点が新しい発見だった。

26. 日本人が多く住む地域であればNPOとして活動しなくとも自主的に日本文化を祝うこともあるのではないかと思う。

27. ニーズに向ける視点が新鮮だった。

